
奈
良
・
平

城

京

跡
右
京
七
条

一
坊
十
五
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
六
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
四
九
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
五
月
１
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

・
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ

ー

４
　
調
査
担
当
者
　
一二
好
美
穂

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
、
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
老
人
保
健
施
設
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
は
平
城

京
の
条
坊
復
原
で
は
、
右
京
七

条

一
坊
十
五
坪
の
北
東
隅
に
あ

た
り
、
調
査
地
の
東
側
に
は

十

。
十
五
坪
の
坪
境
小
路
西
側

溝
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
に
十
五
坪
内
で
は
、　
一
九

的

人
五
年
度
に
奈
良
市
教
育
委
員

奈

会
が
西
辺
部
で
調
査

（第
九
七

次
調
査
）
を
行
な

っ
て
お
り
、

西

一
坊
大
路
東
側
溝
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物

・
塀

・
井
戸
、
平
安
時
代
の

井
戸
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。
平
安
時
代
の
井
戸
は
、
井
戸
枠
に

「湯
屋
□
延

久
参
年
四
月
十
日
」
と
墨
書
さ
れ
た
曲
物
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
遺
構
の
構
築

時
期
や
出
土
遺
物
の
実
年
代
を
知
る
手
が
か
り
を
得
る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て

い
る

（本
誌
第
八
号
）。

こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
小
路
西
側
溝
の
検
出
及
び
奈
良
ｔ
平
安
時
代
の

宅
地
の
様
相
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
約

一
〇
人
○
話
の
調
査
区
を

設
定
し
た
。

調
査
の
結
果
、
十

・
十
五
坪
の
坪
境
小
路
西
側
溝
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建

物
四
棟
、
掘
立
柱
塀

一
条
、
井
戸
三
基
、
土
坑

一
基
、
室
町
時
代
の
粘
土
採
掘

坑
、
奈
良
時
代
以
前
の
旧
河
道
を
検
出
し
た
。

粘
土
採
掘
坑
は
、
調
査
区
全
体
の
約
七
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
検
出
面
か
ら

の
深
さ
は
、
浅
い
所
で
○

・
三
ｍ
、
深
い
所
で
は

一
・
Ｏ
ｍ
も
あ
る
。
土
坑
内

の
埋
土
は
、
責
褐
色
粘
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
ん
だ
灰
色
粘
土
で
あ
る
。
埋
土
か

ら
は
、
奈
良
時
代
の
土
器
類
、
軒
九
瓦
、
石
鈴

（九
輌
。
巡
方
）
の
未
成
品
、

鎌
倉
時
代
の
瓦
器
、
室
町
時
代
の
瓦
質
土
器
悟
外
が
出
土
し
た
。
瓦
質
土
器
悟

鉢
を
検
出
し
た
地
点
の
う
ち
六
ヵ
所
は
、
意
識
的
に
据
え
て
埋
め
ら
れ
た
か
Ｏ

よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
粘
土
採
掘
坑
に
よ
り
、
奈
良
時
代
の
遺
構
の
多
く
が
壊
さ
れ
た
ら

し
く
、
旧
河
道
上
に
構
築
さ
れ
た
遺
構
が
か
ろ
う
じ
て
残
存
す
る
だ
け
で
あ
っ

た
。
建
物
の
柱
掘
形
は

一
辺
○

。
六
ｍ
と
比
較
的
大
き
い
も
の
が
見
ら
れ
る
も
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の
の
、
発
掘
区
外
へ
続
く
も
の
や
柱
掘
形
が
壊
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
建
物
規
模

が
わ
か
る
も
の
が
な
い
。

木
簡
が
出
上
し
た
井
戸
は
、
発
掘
区
中
央
部
付
近
で
検
出
し
た
。
掘
形
の
上

部
○

・
三
ｍ
程
は
粘
土
採
掘
坑
で
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
下
は
深
さ
三

・

一
ｍ
ま
で
残
存
し
て
い
た
。
掘
形
は
東
西
三

・
四
ｍ
南
北
三

・
六
ｍ
の
平
面
方

形
で
あ
る
。
井
戸
枠
は
抜
き
取
ら
れ
た
ら
し
く
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
。
埋
土

か
ら
、
木
簡
、
奈
良
時
代
中
頃
の
土
師
器

・
須
恵
器

・
奈
良
三
彩
小
重
蓋

・
九

瓦

。
平
瓦
が
少
量
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
西

一
二
三
四
五
六
七

〔五
六
ヵ
〕

②
　
。
「
北

一
二
三
四
□
□

〔
四
ヵ
〕

Ｌ

□
□
□
□
□
□

□

（
能

９

×

６
じ

×
頓
　
ｏ
鐵

含
伽
∞
）
×

（
∞
十
Φ
）
×
⇔
　
ｏ
∞
中

囲
は
わ
ず
か
の
欠
失
部
を
は
さ
ん
で
文
字
が
接
合
す
る
二
片
か
ら
な
り
、
墨

書
後
に
割
り
裂
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
墨
書
は
い
ず
れ
も
方
位
と
数
字
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
用
途
は
不
明
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己

・
渡
辺

晃
宏

・
古
尾
谷
知
浩

（当
時
▼

山
下
信

一
郎
の
諸
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

度
』
（
一
九
九
七
年
）

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
八
年

（三
好
美
穂

・
松
浦
五
輪
美
）(1)  怪Ξ:Ξ言岳:重亘:邑::


